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給
付
の
対
象
に
な
る
と
思
わ

れ
る
方
に
は
、５
月
上
旬
に
申

請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

対　
象

　
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
の
支
給
対
象
者
で
、平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
に
65
歳
以
上

に
な
る
方

　
〈
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給

付
金
対
象
者
〉

　

基
準
日（
平
成
27
年
１
月
１

日
）に
お
い
て
、市
内
に
住
民
登

録
が
さ
れ
て
い
る
方
で
、平
成

27
年
度
分（
平
成
26
年
中
）市

民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
方
。た
だ
し
、次
に
該

当
す
る
場
合
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

・
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が

　
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合

・生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
場
合

●
雨
水
利
用
タ
ン
ク
促
進
事
業

　
補
助
金

対　
象

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
市
内
に
事
業
所
等
を
置

く
法
人
で
、平
成
27
年
４
月
１

日
以
降
に
市
販
さ
れ
て
い
る
80

ℓ
以
上
の
雨
水
利
用
タ
ン
ク

●
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

対　
象

　
本
年
４
月
１
日
以
降
に
電
力

会
社
と
太
陽
光
受
給
契
約（
系

統
連
系
電
圧
は
低
圧
で
、配
線

方
法
は
余
剰
配
線
と
し
た
契
約

給
付
額

　
一
人
に
つ
き
３
０
、０
０
０
円

申
請
期
間

　
5
月
２
日
㈪
～
８
月
２
日
㈫

問

申
・
　
福
祉
総
務
課

　

臨
時
福
祉
給
付
金
専
用
ダ

イ
ヤ
ル　

90－

８
０
４
３
、90－

８
０
４
４
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時（
土
日・祝
日
を
除
く
）

行
政
情
報

パ
ー
ト
給
食
調
理

員
の
募
集

（
雨
水
貯
留
槽
）を
設
置
し
た
方

で
、こ
の
補
助
を
ま
だ
受
け
て

い
な
い
方

※
住
宅
ま
た
は
事
業
所
１
棟
に

　
つ
き
１
基
ま
で
を
対
象
と
し

　
ま
す
。

〈
雨
水
タ
ン
ク
の
メ
リ
ッ
ト
〉

①
雨
水
を
庭
木
に
利
用
す
る
こ

　
と
に
よ
り
、水
道
、下
水
道
代

　
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

②
災
害
等
の
断
水
時
に
、貯
め

　
た
雨
水
を
ト
イ
レ
等
の
雑
用

　
水
に
利
用
で
き
ま
す
。

補
助
金
の
額

　

雨
水
タ
ン
ク
の
購
入（
設
置

費
用
含
む
）費
用
の
2
分
の
1

と
し
、上
限
は
３
万
円
で
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー（
明
神
町
一

　
丁
目
18
―
27
）

募
集
人
数　
25
人
程
度

申
込
方
法　

　
履
歴
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送

申
込
期
限　
定
員
に
達
す
る
ま
で

問

申
・

〒
986－

8
5
0
1（
住
所
不
要
）

　
学
校
管
理
課

　
（
内
線
５
０
３
２・５
０
３
７

　
・５
０
３
８
）

業
務
内
容

　
学
校
給
食
の
調
理
作
業
お
よ

び
洗
浄
作
業

勤
務
期
間

　
7
月
1
日
～
平
成
29
年
3
月

　
31
日　

　

※
7
、8
月
は
開
設
準
備
の

　
　
た
め
10
日
程
度
の
勤
務
と

　
　
な
り
ま
す
。

①
午
前
8
時
30
分
～

　
午
後
3
時
45
分

②
午
前
8
時
～
午
後
3
時
15
分 

※
②
は
検
品
を
含
む
。

賃　
金　
時
給
780
円

勤
務
地　
（
仮
称
）石
巻
東
学
校

高
齢
者
向
け
給
付

金
の
お
知
ら
せ

雨
水
利
用
タ
ン

ク
・
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
等
を
設

置
し
た
方
へ
補
助

金
を
交
付
し
ま
す

ご存知ですか？（特別）児童扶養手当・母子父子家庭医療費助成制度

※いずれの制度も所得制限があります。
児童扶養手当　次のいずれかに該当する18歳の年度末までの児童（または、
20歳未満で政令で定める程度の障害の状態にある方）を監護している母、児童
を監護し生計を同じくする父、父母に代わってその児童を養育している方に支給
されます。
※遺族年金等の公的年金を受け取る資格がある方は、年金額が児童扶養手当
　額より低い場合に、その差額分の児童扶養手当が支給されます。
※施設入所者等は手当が支給されません。
対象児童
◦父母が婚姻を解消し、父または母と生計を同じくしていない児童
◦父または母が死亡した児童　◦父または母が重度の障害者である児童
◦父または母の生死が明らかでない児童
◦父または母から1年以上遺棄されている児童
◦父または母がDV防止および被害者保護に関する法律の規定による保護命
　令を受けた児童
◦父または母が法令により1年以上拘禁されている児童
◦婚姻によらないで生まれた児童　◦父・母ともに不明である児童（孤児等）
手当月額　（物価スライド等により改定される場合があります）
　児童1人の場合　全部支給　42,330円
　　　　　　　　  一部支給　42,320円～9,910円の間10円単位で区分
　2人目　5,000円加算　　3人目以降　1人につき3,000円加算
※手当を受給してから5年を経過した時（手当を受給してから5年を経過していな
　くとも、支給要件である離婚や死別等から7年経過した時）は、手当額の一部
　が支給停止となる場合があります。
母子・父子家庭医療費助成　母子・父子家庭を対象に医療費を助成する制度です。
　健康保険等により、本人の負担する額から、入院の場合は、1件2,000円（食事
療養費除く）、外来の場合は、1件1,000円を差し引いた金額を助成します。ただ
し、高額医療費または、付加給付金が支給される場合は、その額を差し引きます。

問申 ・ 　子育て支援課（内線2512・2513）・各総合支所保健福祉課
特別児童扶養手当　心身に障害のある20歳未満の児童の父母、またはその児
童を養育している方に支給されます。
※所定の診断書により障害の程度を判定しますが、療育手帳Aに該当するとき
　や、身体障害者手帳の1級と2級および3級と4級の一部に該当するとき（内部
　障害は除く）は、診断書を省略できる場合があります。
※児童が福祉施設に入所しているときや、障害を事由とする公的年金を受けて
　いるときは支給されません。
手当月額　（物価スライド等により改定される場合があります）
　　1級　51,500円　2級　34,300円

問申 ・ 　障害福祉課（内線2484）・各総合支所保健福祉課

 

申請書配付期間　5月23日（月）～27日（金）　（午前9時～正午、午後1時～5時）
現 地 見 学 会　5月28日（土）～29日（日）　（午前10時～正午、午後1時～3時）
申請書受付期間　5月30日（月）～6月3日（金） （午前9時～正午、午後1時～5時）
申請書配付・受付場所　市役所3階　環境情報センター（環境課隣）
※各総合支所および支所で申請書の受け取りはできません。また、郵送での
　申請は受け付けしません。
使用許可予定区画数
　一般墓所（４平方メートル墓所）　約９０区画　個別集合墓所　約２０区画
　※個別集合墓所　複数の個人専用納骨室（カロート）を設置した集合墓所
墓碑等の制限
　墓碑等の高さや外柵（囲い）および縁石については、制限がありますので
ご確認ください。
申込資格
　１　一般墓所（４平方メートル墓所）
　　 　平成２８年２月２３日以前から市内に住所を有する方で、次の要件を全て
　　 満たす方
　　(1)墓所の祭し者
　　(2)申請者（家族を含む）が、墓所（納骨堂は含まない）を有していないこと。
　　　 ただし、網地島または田代島に墓所を有している方は申し込みができます。
　　(3)焼骨を有する方（死体（胎）埋・火葬許可証または寺院の焼骨埋収蔵の
　　　 確認書が必要です）。ただし、東日本大震災で遺体が発見されずに死亡
　　　 認定を受けたご遺族は申し込みができます。
　２　個別集合墓所
　　　 平成２８年２月２３日以前から市内に住所を有する方で次のいずれかに該
　　 当する方
　　(1)申請者が自己のために使用するとき。
　　(2)申請者が現に保有している親族等のご遺骨を埋蔵するために使用するとき。
抽選日時
　１　一般墓所（４平方メートル墓所）　　6月11日（土）　午前10時
　２　個別集合墓所　　　　　　　　　　6月11日（土）　午後1時30分
抽選会場　総合体育館 アリーナ
使用料および管理料
　１　 一般墓所（４平方メートル墓所）
　　  使用料　360,000円　管理料　18,000円（5年分をまとめて納入）
　２　 個別集合墓所   使用料　 96,000円　管理料 90,000円（永代で一括）

問申 ・ 　環境課（内線3365）

に
限
る
）を
締
結
し
た
方
、ま
た

は
、平
成
27
年
度
中
に
同
様
の

太
陽
光
受
給
契
約
を
締
結
し
、

こ
の
補
助
を
ま
だ
受
け
て
い
な

い
方

●
定
置
用
蓄
電
池
お
よ
び
Ｈ
Ｅ

　
Ｍ
Ｓ

対　
象

　
本
年
４
月
１
日
以
降
に
設
置

を
完
了
し
た
方
、ま
た
は
、平
成

27
年
度
中
に
同
様
の
設
置
を
完

了
し
、こ
の
補
助
を
ま
だ
受
け

て
い
な
い
方

※
新
設
が
対
象
で
、増
設
等
は

　
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

受
付
期
間

　
５
月
２
日
㈪
～
平
成
29
年
３

月
31
日
㈮（
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
）

申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、必
要
書
類
を
添
え
て
直
接

と　
き　

　
5
月
20
日
㈮

　
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

　
市
役
所
4
階
401
会
議
室

　

販
売
対
象
、金
額
等
は
市
報

3
月
1
日
号
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
住
所
を
確
認
で
き
る
身
分
証

防
災
ラ
ジ
オ
の
販
売
会

　
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
ラ
ジ
オ
石
巻（
Ｆ
Ｍ
76
・
4
メ

　
ガ
ヘ
ル
ツ
）が
受
信
で
き
な
い

　
場
所
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
購
入
前
に
受
信
状
況
を
確
認

　
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
ラ
ジ
オ
の
テ
ス
ト
放
送

　
5
月
11
日
㈬
午
後
3
時
ご
ろ

問　

危
機
対
策
課

　
　
　
（
内
線
４
１
５
８
）

環
境
課
に
持
参
す
る
か
郵
送

（
必
ず
書
留
等
配
達
記
録
が
残

る
方
法
）し
て
く
だ
さ
い
。申
請

書
は
、環
境
課
、各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
お
よ
び
各
支
所
の
窓

口
で
交
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問

申
・

〒
986－

8
5
0
1（
住
所
不
要
）

　
環
境
課

　
（
内
線
３
３
６
7・３
３
６
8
）

石巻第二霊園墓所申込受付開始
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６
次
産
業
化
・
地
産

地
消
推
進
セ
ン
タ
ー

の
ご
案
内

石
巻
市
既
存
借
上

型
復
興
公
営
住
宅

入
居
者
募
集
の
お

知
ら
せ

６
次
産
業
化
・
地

産
地
消
推
進
助
成

金
制
度

行
政
不
服
審
査
法

改
正
の
お
知
ら
せ

　
６
次
産
業
化
に
取
り
組
も
う

と
す
る
方
に
対
し
、電
話
等
で
相

談
を
受
け
、内
容
に
応
じ
て
、専

門
的
な
知
識
を
持
っ
た
支
援
員

の
派
遣
や
、６
次
産
業
化
に
向

け
た
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
無
料
で
行

い
ま
す
。

問

申
・
　
６
次
産
業
化
・
地
産

　
地
消
推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
98－

９
３
５
６

　
（
立
町
二
丁
目
６－

23　

立

　
町
復
興
ふ
れ
あ
い
商
店
街
内
）

　
市
商
工
課（
内
線
３
５
２
６
）

　

市
で
は
、民
間
賃
貸
住
宅
を

活
用
し
た
既
存
借
上
型
復
興
公

営
住
宅
の
入
居
者
募
集
を
行
い

ま
す
。

　

事
前
登
録
に
申
し
込
み
い
た

だ
い
た
方
の
う
ち
、住
宅
が
決

ま
って
い
な
い
方
に
入
居
者
募
集

の
ご
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

既
存
借
上
型
復
興
公
営
住
宅
と

は
？

　
市
が
民
間
事
業
者
か
ら
賃
貸

住
宅
を
住
戸
単
位
で
一
定
期
間

借
り
上
げ
て
供
給
す
る
も
の
で

す
。

　

家
賃
は
、市
が
建
設
す
る
復

興
公
営
住
宅
と
同
じ
算
定
方
法

で
決
定
し
、市
が
徴
収
し
ま
す

が
、駐
車
場
お
よ
び
共
益
費
等
は

民
間
事
業
者
と
入
居
さ
れ
る
方

と
の
直
接
契
約
と
な
り
ま
す
。

※
現
在
、み
な
し
仮
設
住
宅
と

　

し
て
借
り
上
げ
て
い
る
住
戸

　

を
、そ
の
ま
ま
復
興
公
営
住

　

宅
と
し
て
借
り
上
げ
る
も
の

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

　
５
月
10
日
㈫
～
31
日
㈫

　
（
土
日
を
除
く
）

　
午
前
9
時
～
午
後
５
時

※
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
事
前
登
録
の
手
続
き
が
必
要

　
で
す
。

問

申
・

　
市
役
所
3
階

　

事
前
登
録
相
談
窓
口（
37
番

窓
口
）　

　
（
内
線
3
9
8
1
～
3
9
8
3
）

　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
90－

8
0
4
1

　
　
90－

8
0
4
2

　
農
林
漁
業
者
と
地
域
の
事
業

者
と
の
連
携
を
強
化
し
、地
域

資
源
の
高
付
加
価
値
化
を
図
る

た
め
、１
次・２
次・３
次
産
業
を

営
む
事
業
者
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
て
取
り
組
む
商
品
開

発
や
販
路
開
拓
等
の
事
業
に
対

し
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対　
象

①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
事

　
業
に
取
り
組
む
市
内
事
業
者

②
市
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

　

税
を
完
納
し
て
お
り
、か
つ
、

　
助
成
金
交
付
終
了
後
も
事
業

　
の
継
続
が
確
実
で
あ
る
と
認

　
め
ら
れ
る
方

助
成
金
額

①
新
商
品
開
発
事
業

　
対
象
経
費
の
4
分
の
3
以
内

　
（
交
付
限
度
額 

1
事
業
者
あ

　
た
り
50
万
円
）

②
販
路
開
拓
事
業

　
対
象
経
費
の
4
分
の
3
以
内

　
（
交
付
限
度
額 

1
事
業
者
当

　
た
り
50
万
円
）

③
施
設
整
備
事
業

　
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内

　
（
交
付
限
度
額 

1
事
業
者
当

　
た
り
200
万
円
）

※
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。た

　
だ
し
、事
業
着
手
の
30
日
前
ま

　
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

問

申
・
　

　
商
工
課（
内
線
３
５
２
６
）

　
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に

よ
り
、行
政
機
関
が
決
定
し
た

許
認
可
等
に
対
す
る
不
服
を
申

し
立
て
る
制
度
が
変
わ
り
ま
し

た
。

主
な
改
正
点

①
審
査
請
求
への
一
元
化

　
こ
れ
ま
で
の
審
査
請
求
と
異

　

議
申
し
立
て
の
２
つ
の
手
続

　
が
、原
則
と
し
て
審
査
請
求
に

　
一
元
化
さ
れ
ま
し
た
。

②
審
理
員
制
度
の
導
入

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
職
員

　
が
審
理
員
と
し
て
中
立
的
な

　

立
場
か
ら
審
査
請
求
の
審
理

　
を
行
い
ま
す
。

③
第
三
者
機
関
に
よ
る
チ
ェッ
ク

　

新
た
に
有
識
者
で
構
成
す
る

　
第
三
者
機
関
に
お
い
て
、行
政

　

機
関
の
判
断
や
審
理
手
続
の

　
妥
当
性
を
チ
ェッ
ク
し
ま
す
。

④
審
査
請
求
期
間
の
延
長

　

審
査
請
求
を
行
う
こ
と
が
で

　

き
る
期
間
が
60
日
か
ら
３
カ

　
月
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
情
報

地
価
公
示
っ
て
な
に
？

　

地
価
公
示
と
は
、一般
の
土
地

売
買
の
際
の
目
安
と
な
る
価
格

を
示
す
も
の
で
す
。

　

地
価
公
示
、地
価
調
査
の
関

係
書
類
は
、道
路
課
、各
総
合
支

所
、各
支
所
お
よ
び
図
書
館
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

問　
道
路
課（
内
線
5
6
4
6
）

女
性
人
材
リ
ス
ト

の
登
録
者
の
募
集

　

市
で
は
、市
が
設
置
す
る
各

種
審
議
会・委
員
会
等
への
女
性

委
員
の
登
用
率
を
平
成
28
年
度

ま
で
に
40
％
以
上
に
高
め
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
人
材
リ
ス
ト
を
作
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、女
性
委
員
の
登

用
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、多
く
の
女

性
の
意
見
を
審
議
会
・
委
員
会

等
市
政
へ
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
女
性
に
知
識
や
経
験
を

発
揮
し
て
い
た
だ
く
た
め
、女
性

人
材
リ
ス
ト
への
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

対　
象

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

し
、市
政
に
関
心
を
持
ち
、自
己

の
知
識
・
経
験
・
能
力
を
発
揮
し

た
い
と
思
って
い
る
20
歳
以
上
の

女
性

問

申
・
　
地
域
協
働
課

　
　
　
　
（
内
線
４
２
３
３
）

　　　
固定資産税・都市計画税のお知らせ

◎納税通知書を発送します
　平成28年度固定資産税・都市計画税の納税通知書は５月2日（月）に発送します。
納期限
　第１期　5月31日（火）　　 第２期　8月1日（月）
　第３期　11月30日（水）　  第４期　平成29年２月28日（火）
　記載内容は本年１月１日現在における資産の状況となっていますので、異なる
場合はご連絡をお願いします。
　なお、固定資産税・都市計画税のあらましについては、ホームページをご覧ください。
◎津波被害による減免について
　東日本大震災による津波により被害を受けた区域のうち、一定の要件に該当
する区域に適用している課税の減免については、引き続き被災者の方々の負担

軽減を図るため、「平成28年度固定資産税減免区域」の範囲において課税の
減免を行います。減免申請書の提出は不要となりますので、詳細については、送
付される納税通知書でご確認ください。
　なお、縦覧期間内（5月31日㈫まで）であれば無料で課税台帳の閲覧が可能
ですのでご利用ください。
◎被災代替資産の特例
　被災した資産に代わる資産を取得した場合、代替特例があり、適用を受けるた
めには申告書の提出が必要です。
　償却資産の申告時や新・増築家屋の調査時は聞き取りの上、申告をいただい
ています。土地を先行取得した場合は該当するのか不明ですので、お問い合わせ
ください。

資産税課（内線3116・3119・3122）問

平成28年度固定資産税減免区域図 ※総合支所地区分については、ホームページでご確認ください。

　
な
お
、詳
し
く
は
総
務
省
お
よ

び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

総
務
省

　

U
R
L

 h
ttp
://w

w
w
.

soum
u.go.jp/m

ain_
sosiki/gyoukan/kanri/
fufuku/

問　
総
務
課

　
　
（
内
線
４
０
３
６・４
０
３
９
）

凡 例

減免割合全額

【平成28年度減免区域】
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※
市
民
持
ち
込
み
に
よ
る
食
品

　
等
の
放
射
性
物
質
の
簡
易
検

　
査
お
よ
び
空
間
放
射
線
簡
易

　
測
定
器
の
貸
し
出
し
を
無
料

　
で
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
環
境
課

　
　

 （
内
線
３
３
６
６
）

福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ

る
放
射
線
の
影
響

　
放
射
線
量
の
測
定
を
し
て
い

ま
す
。期
間
中
の
測
定
の
結
果
、

空
間
放
射
線
量
は
健
康
に
影
響

を
与
え
る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。測
定
は
今
後
も

定
期
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、

平
成
28
年
６
月
１
日
現
在
で
、

全
国
の
全
て
の
事
業
所
お
よ
び

企
業
を
対
象
に「
平
成
28
年
経

済
セ
ン
サ
ス・活
動
調
査
」を
実

施
し
ま
す
。

（単位:ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/時）■空間放射線量の測定結果

測定箇所 測定結果 測定期間
市役所北出入り口前 0.06～0.07 3/2～3/16
市立保育所、私立幼稚園、私立保育園（敷地） 0.05～0.09 3/2～3/28
公共施設等（ホットスポット調査） 　0.05～0.11 3/7～3/28
牡鹿地区集落 0.05～0.17 3/2～3/16

口
座
振
替
納
付

済
通
知
書
の
一
部

廃
止
の
お
知
ら
せ

『
平
成
28
年
経
済

セ
ン
サ
ス
・
活
動

調
査
』が
行
わ
れ

ま
す

　
市
税
等
の
納
付
に
口
座
振
替

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、こ

れ
ま
で
12
月
に
１
年
間
の
納
付

内
容
に
つ
い
て「
口
座
振
替
納

付
済
通
知
書
」を
発
送
し
て
き

ま
し
た
が
、本
年
か
ら
廃
止
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、口
座
振
替
の
内
容

確
認
は
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
可

能
な
こ
と
、さ
ら
に
経
費
削
減

お
よ
び
省
資
源
化
の
推
進
を
図

る
た
め
で
す
。ご
理
解
と
ご
協

　
防
災
集
団
移
転
先
と
し
て
整

備
し
て
い
る
新
市
街
地（
新
蛇

田
・
あ
け
ぼ
の
北
・
新
渡
波
・
新

渡
波
西・新
蛇
田
南
）の
住
宅
用

地
に
つ
い
て
、対
象
を
拡
大
し

て
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、新
市
街
地
の
住
宅

用
地
に
つ
い
て
は
、全
体
の
造

成
が
完
了
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、事
前
登
録
と
い
う
形
で
の

募
集
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間

　
5
月
18
日
㈬
～
6
月
17
日
㈮

　
（
土
日
を
除
く
）

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
）

※
新
蛇
田・あ
け
ぼ
の
北・新
渡

　
波・新
渡
波
西・新
蛇
田
南
の

　
５
団
地
か
ら
１
つ
の
団
地
を

　

登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

団
地
登
録
期
間
終
了
後
、次

　
の
順
位
で
宅
地
の
登
録
を
し

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対　
象

①
市
内
で
被
災
し
、り
災
証
明

　

が
全
壊
、大
規
模
半
壊
ま
た

　

は
半
壊（
半
壊
し
た
住
宅
を

　
取
り
壊
し
た
場
合
ま
た
は
取

　
り
壊
す
こ
と
が
確
実
で
あ
る

　

場
合
に
限
る
）の
方
な
ら
び

　
に
り
災
時
に
石
巻
市
に
は
住

　

ん
で
い
な
か
っ
た
が
、市
内

　
に
所
有
し
て
い
た
住
家
が
被

　
災
に
よ
り
住
め
な
く
な
っ
た

　

方
で
、新
市
街
地
に
移
転
を

　
希
望
す
る
方

②
新
市
街
地
に
住
宅
を
建
築
し
、

　

本
人
ま
た
は
親
族（
６
親
等

　
以
内
の
血
族
、配
偶
者
、３
親

新
市
街
地
住
宅
用

地
一
般
募
集
の
お

知
ら
せ

　

等
以
内
の
姻
族
）が
居
住
す

　

る
方（
市
内
・
市
外
の
者
お

　
よ
び
被
災
状
況
は
問
わ
な
い
）

契
約
内
容

　

定
期
借
地
権
設
定
契
約（
52

　
年
）ま
た
は
売
買
契
約　

※
た
だ
し
、対
象
者
②
の
方
は

　
売
買
契
約
の
み
。

　
借
地
料
は
固
定
資
産
税
評
価

相
当
額
の
１・４
％（
10
年
間
は

200
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
全
額
減

免
）

申
請
方
法

　

事
前
登
録
相
談
窓
口（
37
番

窓
口
）へ
申
請
書
を
直
接
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
お
よ
び
申
請
書
は

　
事
前
登
録
相
談
窓
口
お
よ
び

　

用
地
管
理
課
で
配
布
す
る
ほ

　

か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問

申
・

　
事
前
登
録
相
談
窓
口

　

 （
内
線
3
9
8
1
～
3
9
8
3
）

　
用
地
管
理
課

　
（
内
線
5
4
6
３
～
5
4
6
７
）

力
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、車

検（
継
続
検
査
）が
必
要
な
車

両
の
軽
自
動
車
税
や
社
会
保
険

料
控
除
等
に
利
用
す
る
国
民
健

康
保
険
税
等
に
つ
い
て
は
、こ

れ
ま
で
ど
お
り
送
付
し
ま
す
。

廃
止
す
る
税
目

　

個
人
市
県
民
税
、固
定
資
産

税
、車
検（
継
続
検
査
）の
必
要

の
な
い
車
両
の
軽
自
動
車
税
、

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
、

防
災
集
団
移
転
用
地
貸
付
料

廃
止
し
な
い
税
目

　

車
検（
継
続
検
査
）の
必
要

な
車
両
の
軽
自
動
車
税
、国
民

健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
、後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料

※
軽
自
動
車
税
の
車
検（
継
続

　
検
査
）用
納
税
証
明
書
は
、毎

　
年
6
月
中
旬
に
発
送
し
て
い

　

ま
す
。車
検
は
有
効
期
限
の

　
1
カ
月
前
か
ら
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
、5
月
31
日
ま
で
に

　

車
検
を
受
け
る
場
合
は
、　

　

平
成
27
年
度
の
車
検（
継
続

　

検
査
）用
納
税
証
明
書
を
使

　

用
で
き
ま
す
の
で
、早
め
に

　
車
検
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧

　
め
し
ま
す
。

問　
納
税
課（
内
線
3
1
3
5
）

　

調
査
票
は
、５
月
末
ま
で
に

調
査
員
が
お
伺
い
し
て
直
接
配

布
す
る
か
、国
が
郵
送
し
ま
す

の
で
、調
査
へ
の
ご
理
解
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
総
務
課

　
　
（
内
線
４
０
３
５・４
０
３
８
）

　
　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
軽
自
動
車
を
所
有
す
る
方
へ

５
月
2
日
㈪
に
納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す
。納
期
限
は
5
月

31
日
㈫
で
す
。

　
通
知
書
が
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、本
年
度
か
ら
税
率
が

変
更
と
な
り
ま
す
。詳
細
は
市

報
3
月
15
日
号
ま
た
は
通
知
書

に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、平
成
28
年
３
月
に

一
般
廃
棄
物（
ご
み
）処
理
基
本

計
画
を
策
定
し
、快
適
な
生
活

環
境
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

1
人
1
日
当
た
り
の
ご
み
排
出

量
を
930
ｇ
、リ
サ
イ
ク
ル
率
を

15
．７
％
と
な
る
よ
う
、将
来
目

標
値
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
施
策
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・「
雑
紙
」排
出
方
法
の
変
更

・布
類
の
回
収
対
象
の
拡
大

・エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
推
進

軽
自
動
車
税
の
納

税
通
知
書
を
発
送

し
ま
す

み
ん
な
で
つ
く
る

ご
み
減
量
の
ま
ち

い
し
の
ま
き

　
本
年
度
の
市
・
県
民
税
の
納

税
通
知
書
を
６
月
中
旬
に
納
税

義
務
者
・
納
税
貯
蓄
組
合
長
に

郵
送
し
ま
す
。納
期
内
に
納
め

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、本
年
度
の
課
税（
非

課
税
）証
明
書
は
６
月
10
日
㈮

か
ら
発
行
し
ま
す
。

問　
市
民
税
課　

　
　
（
内
線
３
０
９
３
～
３
０

　
　
９
８・３
１
０
１
～
３
１

　
　
０
３
）

市
・
県
民
税
の
納

税
通
知
書
を
発
送

し
ま
す

　
農
地
の
無
断
転
用
や
耕
作
を

放
棄
す
る
と
、雑
草
の
繁
茂
や

病
害
虫
を
発
生
さ
せ
、周
辺
農

地
に
多
大
な
迷
惑
を
掛
け
た

り
、ご
み
の
不
法
投
棄
を
誘
発

し
、周
辺
農
地
を
含
め
て
荒
廃

さ
せ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ

　
平
成
28
年
度
自
動
車
税
の
納

期
限
は
、5
月
31
日
㈫
で
す
。

　
納
税
通
知
書
は
５
月
上
旬
に

郵
送
し
ま
す
。納
期
限
ま
で
に

忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

問　
県
東
部
県
税
事
務
所

　
　
☎
95－

１
５
２
０

自
動
車
税
納
付
の

お
知
ら
せ

農
地
の
無
断
転
用

や
耕
作
放
棄
地
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

　

空
き
地
の
所
有
者
は
、雑
草

が
繁
茂
し
害
虫
が
発
生
す
る
等

に
よ
り
、周
辺
の
住
民
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
適
正
に
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

※
空
き
地
に
は
、囲
い
を
す
る
等

　

ご
み
が
投
棄
さ
れ
な
い
よ
う

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

問　

環
境
課

　
　
（
内
線
3
3
6
3・3
3
6
4
）

空
き
地
は
適
正
に

管
理
し
ま
し
ょ
う
！

　
ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
た
古

新
聞
等
の
資
源
物
を
、市
ま
た

は
市
が
委
託
し
た
業
者
以
外
の

人
が
収
集
す
る
こ
と
は
条
例
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
継
続
し
て
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、資
源
物
持
ち
去
り

行
為
者
の
摘
発
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、資
源
物
の
持
ち
去
り

行
為
を
発
見
し
た
場
合
は
、ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、直
接
注

意
せ
ず
に
日
時・場
所・車
両
の

ナ
ン
バ
ー
や
特
徴
等
を
連
絡
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　
廃
棄
物
対
策
課

　
　
（
内
線
３
３
７
５・３
３
７
６
）

資
源
物
の
持
ち
去

り
は
条
例
に
よ
り

禁
止
で
す
！

　
市
内
の
山
間
部
等
で
ク
マ
の

目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。ハ
イ
キ
ン
グ
等
で
入
山
し

た
り
、山
間
部
で
農
作
業
等
に

従
事
す
る
場
合
は
、ラ
ジ
オ
や

鈴
等
の
音
の
出
る
も
の
を
携
帯

し
、ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知

ら
せ
、ク
マ
と
の
遭
遇
を
避
け

る
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
農
林
課（
内
線
３
５
５
７
）

ク
マ
出
没
注
意
！

　

行
政
情
報

・
も
っ
た
い
な
い
生
ご
み
減
量

　
推
進

・集
団
資
源
回
収
の
推
進

・マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
の
推
進

・再
使
用・長
期
使
用
の
推
進

・出
前
講
座
等
環
境
学
習
の
推
進

　
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
行
動

の
積
み
重
ね
で
、ご
み
減
量
の

ま
ち
石
巻
を
つ
く
り
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

問　
廃
棄
物
対
策
課

　
　
（
内
線
3
3
7
4
）

た
め
、農
地
の
転
用
や
売
買・賃

貸
に
つ
い
て
相
談
や
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、６
月
か
ら
全
て
の
農

地
を
対
象
に
利
用
状
況
調
査
を

行
い
ま
す
。農
地
所
有
者
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
☎
62－

４
８
２
６

身
体
障
害
者
の
方
は
軽
自
動
車

税
が
減
免
に
な
り
ま
す

　
身
体
あ
る
い
は
精
神
に
障
害

が
あ
る
方
の
使
用
す
る
軽
自
動

車
が
一
定
要
件
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、申
請
に
よ
り
軽
自
動
車

税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　
車
検
証
、運
転
免
許
証
、身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
、印
か
ん
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

申
請
期
間

　
５
月
2
日
㈪
～
24
日
㈫

問

申
・
　
市
民
税
課

　
　
（
内
線
３
１
０
１
）

　
　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
　
各
支
所

市報 いしのまき 4



平成28年（2016年）5月1日号

～
統一テ
ー
マ「
あ
な
た
の
大
切

な
も
の
は
何
で
す
か
？
」～

と
　
き

　
6
月
2
日
㈭
～
7
月
14
日
㈭

の
毎
週
木
曜
日　
全
7
回

午
後
7
時
～
8
時
30
分

と
こ
ろ　
石
巻
専
修
大
学（
4

号
館
1
階 

４
１
０
１
号
室
）

定
　
員　
200
人［
先
着
］

申
込
期
間

　
5
月
9
日
㈪
～
6
月
1
日
㈬

（
土
日
を
除
く
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
30
分

申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
、性
別
、

年
齢
、職
業
、電
話
番
号
、送
迎

バ
ス
希
望
の
有
無
を
記
入
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

無
料
送
迎
バ
ス

　
往
路　
JR
石
巻
駅
北
口

　
午
後
6
時
30
分
発

　
復
路　
大
学
北
門

　

午
後
8
時
40
分
発（
JR
石
巻

駅
北
口
午
後
9
時
着
）

　

詳
し
く
は
、石
巻
専
修
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
大
学
開
放
セ

ン
タ
ー
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

URL http://www.senshu-u.ac.jp/
 ishinomaki/

問

申
・

　
　
石
巻
専
修
大
学
事
務
課

　
　
☎
22
―
７
７
１
６

 　

kaiho@
isenshu-u.ac.jp

問　
市
総
務
課

　
　
（
内
線
４
０
３
７
）

み
や
ぎ
県
民
大
学「
石
巻

専
修
大
学
開
放
講
座
」

受
講
者
募
集

《
未
成
年
の
飲
酒・喫
煙
は
法
律

違
反
で
す
》

　

未
成
年
者
に
対
し
、保
護
者

が
飲
酒
・
喫
煙
を
や
め
さ
せ
な
い

と
き
や
販
売
者
が
年
齢
を
確
認

石
巻
警
察
署
か
ら

《
迷
惑
メ
ー
ル
に
注
意
！
》

　
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に
、利

用
し
て
い
な
い
サ
イ
ト
料
や
、退

会
手
続
き
の
連
絡
を
す
る
よ
う

に
と
い
う
Ｅ
メ
ー
ル
が
届
い
た

と
い
う
相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

　
こ
の
よ
う
な
架
空
請
求
で
は

支
払
い
義
務
は
な
く
、慌
て
て
連

絡
を
し
て
し
ま
う
と
、言
葉
巧
み

に
個
人
情
報
を
聞
き
出
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、絶
対
に
連
絡

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

最
近
で
は
、ネ
ッ
ト
で
見
つ
け

た
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
か
た
る
業

者
に
依
頼
し
、高
額
な
請
求
を

受
け
た
と
い
う
相
談
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
不
安
な
と
き
は
、当
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
〉

日
程
等
は「
５
月
の
相
談
あ
ん

な
い
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
（
消
費
生
活
相
談
）

　
　
☎
23
―
５
０
４
０

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら

　行　　　政　
●行政書士相談（要予約）　相続・許認可相談ほか
　  　　   　　16日（月）　午前10時〜午後3時　市役所２階相談室A・B
　 申 問・ 　県行政書士会石巻支部　☎22-8471
●行政相談　
　　　　　　  9日（月）　午前10時〜午後3時　北上保健医療センター
　　　　　　11日（水）　午後1時〜3時　石巻中央公民館和室
　　　　　　11日（水）　午後1時〜3時30分　河南総合支所第2庁舎
　　　　　　25日（水）　午後1時〜3時　石巻中央公民館和室

　子　ど　も　
●県東部児童相談所（石巻合同庁舎） 18歳未満の子どもに関する相談
　午前8時30分〜午後5時15分（土日・祝日を除く） ☎95-1121
●子育てに関する相談（子育て支援センター）
　午前9時〜午後4時（土日・祝日を除く） ☎94-2366

　介　　　護　
●各地域包括支援センター　※（　）内は担当地区

中央（石巻・中央） ☎21-5171 河北（河北） ☎61-1252
稲井（稲井・住吉） ☎93-8166 雄勝（雄勝） ☎61-3732
蛇田（蛇田） ☎92-7355 河南（河南） ☎86-5501
山下（山下・釜・大街道） ☎96-2010 ものう（桃生） ☎76-5581
渡波（渡波・荻浜） ☎25-3771 北上（北上） ☎61-7023
湊（湊） ☎90-3146 牡鹿（牡鹿） ☎44-1652

　交 通 事 故　
●県交通事故相談（石巻合同庁舎3階県民サービスセンター）
　午前8時30分〜午後4時45分（土日・祝日を除く）　☎95-1411（内線241）
●交通事故に伴う自動車保険請求相談（そんぽADRセンター東北）
　午前9時15分〜午後5時（土日・祝日を除く）　☎0570-022808

　暮　ら　し　
●市民相談センター（市役所2階）
◦市民生活相談　午前9時〜午後5時（土日・祝日を除く）
　市民相談（内線2532）　家庭児童相談（内線2534） 
◦少年相談（内線2533） 午前9時〜午後5時（月･水･木・金曜日）
◦消費生活相談　☎23-5040 午前9時〜午後5時（土日・祝日を除く）
●弁護士による無料法律相談（内線2532・2533）
　10日(火)　庄司法律事務所　松浦弁護士
　24日(火)　萩総合法律事務所　野沢弁護士　
　午前10時30分〜午後4時　
　定　員　1日9人〔先着〕　電話予約受付開始　2日(月)　午前9時
●虐待防止センター（市役所2階）
◦児童、高齢者、障害者の各種虐待相談およびDV相談（内線2535・2538・2539・
　2543）☎23-6614（直通）午前8時30分〜午後5時（土日・祝日を除く）

●女性のための面接相談（市役所2階相談室B）
　と　き　18日（水）　午前10時30分、午後1時、2時30分
　定　員　1日3人〔先着〕
　担　当　田口 京子（ウィメンズカウンセリングいずみ/日本フェミニストカ
　　　　　ウンセリング学会認定カウンセラー）
　 申 問・ 　地域協働課（内線4233）
●物忘れ相談（包括ケアセンター）
◦認知症全般に関する相談
　と　き　10日（火）
　定　員　午前午後各2件〔先着〕※要予約
　 申 問・ 　介護保険課（内線2437）
●法律（弁護士）相談
◦仙台弁護士会石巻法律相談センター （石巻駅前ビル4階 穀町12-18）
　午後1時30分〜4時30分　月〜金曜日（祝日を除く）
　午前10時30分〜午後4時30分　日曜日（祝日を除く）
　震災時被災3県に在住の方は刑事事件・法人を除き全て無料です。
　 申 問・ 　仙台弁護士会法律相談センター　☎022-223-2383
　（受付　午前10時〜午後5時〔先着〕土日・祝日を除く）
※当日の相談予約・キャンセルは直接石巻法律相談センターへ
　午前10時〜午後3時　☎23-5451
●県政に関する相談（石巻合同庁舎3階県民サービスセンター）
　午前8時30分〜午後4時45分（土日・祝日を除く）　☎95-1411（内線241）
●県消費生活相談（石巻合同庁舎3階県民サービスセンター）
　午前9時〜午後4時（土日・祝日を除く）　☎93-5700
●震災に関する裁判所の手続き案内（仙台家庭・簡易裁判所）
　午前9時〜午後5時（土日・祝日を除く）　☎022-745-6090
●無料人権相談
　  9日（月） 　午前10時〜午後3時　北上保健医療センター指導室
　11日（水） 　午前10時〜午後3時　河南総合支所第2庁舎
　20日（金） 　午前10時〜午後3時　河北総合支所
　 問  仙台法務局石巻支局　☎22-6188
●農家相談（河北総合支所3階会議室）
　17日（火）　受付開始　午後1時30分
　詳細については、事前にお問い合わせください。
※農地法許可申請受付期間　6日（金）〜11日（水）
　 問　農業委員会事務局 ☎62-4826
●年金に関する相談（石巻年金事務所）
・毎週月曜日（休日のときは翌日）は相談時間を午後7時まで延長します。
・休日年金相談  14日（土）　午前9時30分〜午後4時　☎22-5115

5 月の相談あんない

　6月1日は「人権擁護委員の日」です。
とき ところ

1日（水）     

午前10時〜午後3時

市役所2階相談室A・B、石巻中央公民館
雄勝総合支所仮庁舎

6日（月）     北上保健医療センター
7日（火）     桃生総合支所
9日（木）     牡鹿総合支所
相談内容　いじめ、体罰、虐待、差別、隣近所のもめ事等
問　仙台法務局石巻支局・石巻人権擁護委員協議会　 ☎・FAX 22-6188
　　 市総務課（内線4037） 

人権擁護委員の日・全国一斉特設人権相談所

と　　き　6月1日（水）　午前10時〜午後3時
と こ ろ　石巻中央公民館　第1・2教養室、第2講座室
相談内容　・土地建物調査測量・分筆・合筆登記・土地の境界
　　　　　・保存登記・売買・相続・贈与による移転登記
　　　　　・抵当権の設定・変更・抹消の各登記
　　　　　・市役所への許認可申請手続
問　県土地家屋調査士会石巻支部　☎・FAX  83-4095
　　 市総務課（内線4037） 

境界・登記の無料相談

せ
ず
酒
や
タ
バ
コ
を
販
売
し
た

と
き
は
、法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
例 

保
護

者
が
子
ど
も
に
ｔａｓｐ
ｏ
カ
ー

ド
を
貸
し
出
し
、タ
バ
コ
を
買
わ

せ
た
）

　

平
成
27
年
中
、県
内
で
は
１
、

６
０
０
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち

が
飲
酒
・
喫
煙
で
補
導
さ
れ
て
お

り
、石
巻
署
管
内
で
は
200
人
以

上
の
少
年
が
補
導
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
未
成
年
者
の
飲
酒
・
喫
煙
防

止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
石
巻
警
察
署
生
活
安
全
課

　
　
☎
95
―
４
１
４
１

　
　
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
（
内
線
２
５
４
２
）
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